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The Modern Environmental Changes and the Life and Culture Transformation 
in Northern Tohoku Region, Japan 
Part 6. Who Participates in Folk Customs?  The connection between the house generation depth and 
the participants given the changing age structure of the rural villages in Iwate Prefecture 
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KUSABA Hara Eiko, CHIBA Toshiyuki, SASAKI Takashi, HONMA Yoshinori, 
KAWASAKI Masashi and OSATO Reiko 
 
Summary 
Growing number of settlements in rural areas in Japan were supposed to have been endangered due to population outflow 
and the low birthrate. Based on reports made a half century ago on four settlements in Iwate Prefecture of the Tohoku district 
of Japan, we’ve conducted a questionnaire survey to compare the current situations with those of the previous reports.  
  In the paper, we compare each settlement, observing how the age brackets within the population compositions have 
changed, since it is believed to be an important factor for folk events to be maintained. Then, we review in detail “Drawing of 
the sacred water” on New Year’s Day, one of the annual folk events. How and in what form has the event described in the 
reports 50 years ago developed been maintained up to now? Although it had vanished in some settlements, leaving just 
memories of it in residents in the reports of 50 years ago, it has been proved that there are some homes, if not many, which 
are still practicing the ritual event. However, it has also been proved that long held cultures have not necessarily been 
maintained even if only a few families in settlements with old history have maintained such folk events. We should draw 
attention to the methods of maintaining folk customs and collecting documents. 
 
Keywords:   The Changing Age Structure of the Rural Villages, Generation Depth, Folk Customs 
          集落の人口構成の変化、世代深度、民俗・慣習 
 
*本稿は、2010 年９月にフィリピンレガスピシティーにおいて開催された、”The 4th Asian Rural Sociology Association International Conference” にお
いて発表した内容を改変してまとめたものである(1)。 
*1 国際文化学科 *2 生活科学科食物栄養学専攻 *3 生活科学科生活科学専攻 
現代型環境変化と地域における生活文化の変容に関する研究 
その 6 誰が民俗を実践するのか？- 集落の人口構成の変化と家の世代深度にみる民俗・慣習の実践者- 




























                                                          






























































































































Table 1-1 各年齢層における集落の人口(2009 年) 
年齢層(歳) 西根 渋民 川井 久慈 
0～5 14 24 3 24
6～14 20 67 12 49
15～29 33 101 29 107
30～49 56 161 42 145
50～69 84 203 87 147














に伸びているため、1960 年代当時の 60 歳以上という
区分にもうひとつ、70 歳以上という区分を設ける必要
があった。その結果、0 歳から 5 歳までの乳幼児期、6
歳から 14 歳の小・中学生期、そして 15 歳から 29 歳
の青年期、30 歳から 49 歳の壮年期、そして 50 歳か
ら 69 歳、そして 70歳以上と、年齢区分を設けざるを
得なかった。 










ある。人口の７割近くが 50 歳以上である。2 位が
西根、3 位が渋民、そして４位が久慈である。もっ
現代型環境変化と地域における生活文化の変容に関する研究 
その 6 誰が民俗を実践するのか？- 集落の人口構成の変化と家の世代深度にみる民俗・慣習の実践者- 





















(a)西根：Table 1-2(a)、Fig.1- 2(a) 






T able 1-2(a)西根：年齢構成の推移 
















6-14 歳、15-29 歳を比較する、各年齢区分とも 2009 
年は減少している。6-14 歳の減少率は若干にすぎない
が、その他の区分では減少幅が大きい。反対に高齢者
人口はあがっている。1961 年は 60 歳以上が 12％、
2009 年は 70 歳以上が 17％であった。これは年齢区分
が 10 歳以上引き上げられているにもかかわらず、
2009 年度の比率が高い。また乳幼児を含めて、全人口




Table 1-2(b) 渋民：年齢構成の推移 
年齢層(歳) 1961 年(人） 年齢層(歳) 2009 年(人) 
0～5 30 0～5 24
6～14 18 6～14 67
15～29 44 15～29 101
30～59 43 30～49 161
60～ 19 50～69 203









  1961 年と 2009 年の年齢区分が異なるので比較し
にくいが、0-5 歳が 11％から 1％と減少が著しい。6-14
歳も 20％から 4％と減少幅が大きい。同様に 15-29 歳
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0～5 39 0～5 3
6～14 71 6～14 12
15～29 62 15～29 29
30～59 123 30～49 42
60～ 64 50～69 87









 年齢層(歳) 1963 年(人) 年齢層(歳)  2009 年(人)
0～5 27 0～5 24
6～11 45 6～14 49
12～29 65 15～29 107
30～49 38 30～49 145
50～69 18 50～69 147






1963 年と 2009 年で年齢区分が異なる。久慈では、




30-49 歳は、1963 年に 19%だったのが 
2009 年には 25%と高くなっている。同様に 50-69 歳
は1963年の9%が2009年には26%と3倍弱ほど増加
した。70 歳以上も、1963 年に 3%だったのが、2009




















その 6 誰が民俗を実践するのか？- 集落の人口構成の変化と家の世代深度にみる民俗・慣習の実践者- 
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西根 2009











































































































































































その 6 誰が民俗を実践するのか？- 集落の人口構成の変化と家の世代深度にみる民俗・慣習の実践者- 


































 西根の場合、全 73 軒中、若水汲みを毎年おこなうと







 Table 3(a) に示すように、若水汲みを現在、ある
いはかつて若水汲みをしていたと答えた家は 2 代目、
3 代目、4 代目、6 代目、7 代目、8 代目の家で、3 代
目と答えた家が 2 軒の他は 1 軒であった。特に、何代
目の家に多いという傾向はみられない。また、8 代目
3 軒のうち、現在も実施している家は 1 軒で、他の 2














1 代 9 0 0 0
2 代 4 1 0 0
3 代 8 2 0 0
4 代 8 1 3 0
5 代 5 0 0 0
6 代 3 1 1 0
7 代 3 1 0 0
8 代 3 1 0 0
10 代 1 0 0 0
30 代 1 0 0 0












1 13    0 2 1
2 15 4    0 0
3 13 1    0 0
4 6    0 0 0
5 1    0    0 0
6 2 1 0 0
7 8    0 0 0
8 1    0    0 0
9 1 1    0 0
10 1    0    0 0
15 1    0    0 0
16 1    0    0 0
20 1    0    0 0




軒、6 代目と 9 代目が各 1 軒であった。以前おこなっ



























1 13    0 1 1
2 15 4    0 0
3 13 1    0 0
4 6    0 3 1
5 1    0    0 0
6 2 1 1 0
7 8    0 1 1
8 1    0    0 0
9 1 1    0 0
10 1    0    0 0
15 1    0    0 0
16 1    0    0 0
20 1    0    0 0















4 代が 3 軒、3 代が 1 軒。2 代が 4 軒という結果で、2












4 代目は 1 年、76 年、60 年と答えている。また初代



















1 22 2 1 1
2 28 4 3 2
3 21 1 3 1
4 6    0 0 0
5 6    0    0 0
5or6 1    0 1 0
6 3    0    0 0
7 2    0    0 0
10 1    0    0 0
無回答   66  0  0 1
  
久慈 156 軒中、現在も「若水汲み」をしている家 7
軒、かつておこなっていた家 8 軒があった。 
 「若水汲み」を現在おこなっている家とかつておこ
なっていた家は、１軒だけ 5 代目か 6 代めとする家が














その 6 誰が民俗を実践するのか？- 集落の人口構成の変化と家の世代深度にみる民俗・慣習の実践者- 
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